
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
愛
犬
は
ど
ん
な
存

在
で
す
か
。
家
族
、
癒
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー

な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

マ
ナ
ー
を
守
ら
な
け
れ
ば
、
迷
惑
を
か
け

る
存
在
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
愛
犬
と

一
緒
に
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に
も
、
周
囲

へ
の
配
慮
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
ふ
ん
4

4

は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　
ふ
ん
4

4

の
放
置
は
不
衛
生
で
、
周
囲
が
不

快
な
思
い
を
し
ま
す
。
散
歩
の
際
は
、
必

ず
持
ち
帰
る
よ
う
、
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
ふ
ん
4

4

で
お
困
り
の
方
に
、
啓
発
用
の
看

板
を
無
償
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
環
境
推

進
課
（
市
役
所
４
階
）
又
は
支
所
環
境
産

業
課
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）
の
窓
口
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
ま
し
ょ
う

　
犬
の
飼
い
主
は
、
犬
の
生
涯
に
１
回
の

登
録
と
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

未
登
録
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
速
や

か
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

接
種
期
間
が
12
月
31
日
ま
で
延
長
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
毎
年
市
で
行
っ
て
い

る
集
合
注
射
は
４
月
で
終
了
し
て
い
る
た

め
、
早
め
に
動
物
病
院
で
接
種
し
て
く
だ

さ
い
（
事
前
に
動
物
病
院
に
連
絡
の
う
え
、

接
種
を
お
願
い
し
ま
す
）
。
狂
犬
病
は
発

症
す
る
と
効
果
的
な
治
療
法
は
な
く
、
ほ

ぼ
１
０
０
％
の
方
が
亡
く
な
る
恐
ろ
し
い

病
気
で
す
。
必
ず
予
防
接
種
を
お
願
い
し

ま
す
。

★�

犬
の
登
録
・
注
射
の
お
問
い
合
わ
せ
：

環
境
推
進
課
☎
25-

１
１
７
３

★�

野
犬
の
捕
獲
・
保
護
、
飼
い
犬
の
し
つ

け
に
関
す
る
相
談
：
本
庄
保
健
所
☎

22-

６
４
８
１

空
き
地
を
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

　
人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
り
、
使
わ
れ
な

く
な
っ
た
り
し
て
管
理
が
行
き
届
い
て
い

な
い
空
き
地
は
、
景
観
の
悪
化
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
衛
生
面
や
安
全
面
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
特
に
雑
草
が
繁
茂
す
る

こ
と
で
、
周
囲
に
不
快
感
を
与
え
る
ほ
か
、

夏
季
は
害
虫
の
発
生
、
冬
季
に
は
枯
草
に

よ
る
火
災
発
生
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
空
き
地
の
所
有
者
、
管
理
者
の
皆
さ
ん

は
日
頃
か
ら
次
の
点
に
注
意
し
て
思
わ
ぬ

ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
適
正
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
空
き
地
管
理
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
》

●�

草
木
が
伸
び
た
り
、
害
虫
な
ど
が
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

●�

立
ち
木
が
伸
び
す
ぎ
て
、
近
隣
の
迷
惑

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

●�

無
断
駐
車
や
ご
み
の
不
法
投
棄
を
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
か
。

《
適
正
な
管
理
の
た
め
に
》

●
除
草
、
せ
ん
定
後
の
草
木
は
、
放
置
せ

ず
、
業
者
に
依
頼
し
た
り
、
可
燃
ご
み

と
し
て
出
し
た
り
す
る
な
ど
、
必
ず
処

分
ま
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●�

自
身
で
管
理
で
き
な
い
場
合
、
専
門
の

業
者
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
依

頼
す
る
こ
と
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
（
依

頼
は
お
早
め
に
）。

近
隣
の
空
き
地
の
雑
草
等
で 

　
　
　
　
　
　
　
お
困
り
の
方
へ

　
所
有
者
が
不
明
だ
が
近
隣
の
空
き
地
に

つ
い
て
雑
草
等
で
迷
惑
し
て
い
る
な
ど
、

お
困
り
の
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

空
き
地
の
状
況
と
所
有
者
（
管
理
者
）

を
確
認
し
、
適
正
な
管
理
に
つ
い
て
指
導

を
行
い
ま
す
。

《
ご
相
談
の
際
の
留
意
事
項
》

●�

管
理
を
行
う
の
は
、所
有
者
（
管
理
者
）

で
す
。
市
で
は
除
草
等
を
行
い
ま
せ
ん
。

●�

所
有
者
の
死
亡
や
相
続
等
の
事
情
に
よ

り
、
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●�

農
地
の
管
理
不
全
に
つ
い
て
は
、
農
業

委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
★ 

環
境
推
進
課
☎
25-

１
１
７
３

支
所
環
境
産
業
課
☎
72-

１
３
３
４

ふ
ん
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に

彩
の
国
動
物
愛
護
推
進
員
を
募
集

　
県
で
は
、
動
物
の
愛
護
や
正
し
い
飼
い

方
に
関
す
る
知
識
や
情
報
等
の
普
及
・
啓

発
に
ご
協
力
い
た
だ
く
、
彩
の
国
動
物
愛

護
推
進
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　
11
月
30
日
㈪
ま
で

※
詳
細
は
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
本
庄

保
健
所
、
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

て
い
る
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★�

埼
玉
県
生
活
衛
生
課
☎
０
４
８-

８
３
０-

３
６
１
２

▲ こうなる前に、適正な管理をお
願いします

◆埼玉県ホームページでは、新型コ
ロナウイルス感染症とこころのケア
に関する各種情報、資料等をお知ら
せしています。ご覧ください。

◆働く人のメンタルヘルス・ポータ
ルサイト「こころの耳」で、ご自身
や大切な人のこころのチェックをし
てみませんか。　

悩まずにまずはご相談を

　こころやからだの悩み、抱え込まないで、まずは相談してください。
●こころやからだの悩み相談（健康推進課）
　☎ 24- ２００３
●埼玉いのちの電話
　☎０４８-６４５-４３４３
　（24 時間３６５日受付）
●さいたまチャイルドライン
　18 歳以下の方を対象とした相談窓口です。
　☎０１２０-９９-７７７７
　受付　毎日午後４時～９時

●埼玉県こころの電話（県立精神保健福祉センター）
　☎０４８-７２３-１４４７
　受付　月～金曜日　午前９時～午後５時

　（休日、年末年始を除く）
●自死遺族相談（県立精神保健福祉センター）
　来所による相談です。事前の電話予約をお願いし
ます。
　☎０４８-７２３-６８１１
　受付　月～金曜日　午前９時～午後５時

　（休日、年末年始を除く）

こころの健康診断をしてみましょう

　以下のチェック項目でこころの健康診断をしてみましょう。
□理由もなく悲しい、憂うつな気分
□何事にも興味がわかず、楽しくない
□疲れやすい、元気がでない
□気力がわかない、何もする気がしない
□自分が役に立つ人間だと思えない

□今まで楽しめたことが、楽しめない
□寝付けない、または眠れない
□食欲がない
　ひとつでも当てはまれば、こころが疲れているか
もしれません。

毎年９月 10日は世界自殺予防デーです。また、世
界自殺予防デーから１週間は「自殺予防週間」です。
警察庁の統計によると、昨年１年間の全国の自殺者
数は２万人を超え、交通事故死の約６倍の人数です。
本庄市においても、毎年 10数名の方が自殺により
亡くなられています。自殺の多くは、自分では対処

できない悩みを抱え、正常な判断ができていない場
合が多いといわれています。決して特別な人がなる
ものではなく、誰にでも起こりうる可能性がありま
す。からだの病気と同じように、こころの不調に気
づいたら、早めに相談しましょう。
★健康推進課（保健センター内）☎ 24- ２００３

大切な命を守る大切な命を守るためにために
　　９月 10 日～ 16 日は自殺予防週間です９月 10 日～ 16 日は自殺予防週間です

1213 令和２年９月１日号


